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研 究 主 題

生徒一人一人が課題をもち,楽 しく意欲的に学習する授業の工夫

1研 究主題設定の理由

21世紀を間近 にひかえ,社 会は複雑化 し流動的になり先の見えにくい不透明な時代を迎え

っっある。また,高 齢化社会,少 子化,国 際化などの時代の変化 にともない,学 校 において

も教育内容,教 育方法の時代に対応 した改善 ・工夫 が強 く求め られている。

即ち画一的な一斉授業 による学校教育か ら,そ れぞれの生徒の もっている個性を伸ば し,

その長所 をいかに伸ば してい くかが,学 校教育に与 え られた大 きな使命 となってきている。

これ らを背景として学校体育において も選択制授業の実践や楽 しい授業の工夫が求め られ

ているとともに,生 徒一人一人が課題を しっかりもち,意 欲的に学習に取 り組む ことが体育

授業の大 きなポイ ントとなっている。

そこで,今 年度 は一人一人の生徒が個性や能力に応 じて種 目や内容を選択 し,課 題 をもっ

て意欲的に学習す る授業について研究することが必要であると考え,本 主題を設定 した。

II研 究のねらいと仮説

1.研 究のねらい

研究主題を受け,運 動の特性に触れる楽 しさを味わわせる授業展開を工夫 しなが ら,生 徒

が楽 しく意欲的に学習 していくための場の広が りと,楽 しさだけに流 されず,課 題を もち,

主体的に学習に取 り組むための意識づけを重視 し,特 に次の2っ に研究 のね らいをおいた。

(1)選 択制授業 とティームティーチ ングの工夫。

② 課題の もち方 と課題解決の仕方の工夫。

2.研 究の仮説

(1)生 徒が種 目や内容 を選択 し,複 数 の教師が指導することにより意欲的な学習になる。

(2)学 習資料やVTR等 を活用 し,課 題の もち方や課題解決の仕方 がわかることにより,

楽 しく意欲的な学習になる。
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皿 研究の方法
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「器械運動」「球技」「武道 ・ダンス」の3分 科会を設定 し,研 究を進 めた。

生徒が 「楽 しさを感 じる時」を中心 として,各 領域 種 目ごとの意識調査を行 った。

各分科会 ごとに種 目選択,男 女共習を実施 し,テ ィームティーチ ングの実践を通 しその

研究を深めた。対象学年 は2年 生 とした。

(1)「 器械運動」ではマッ ト,跳 び箱,平 均台 を同時に開設 し,そ の中か ら2種 目を生徒

選択 とし男女共習で行 った。テ ィームティーチ ングについては,2名 の教師によりパター

ンBを 基本にVTR4台 を使用 し,課 題 のもち方 と場の工夫に生か した。

② 「球技」ではバ スケッ トボール,バ レーボール,バ ドミントンを同時 に開設 し,そ の
の

中か ら1種 目を生徒選択 とし男女共習で行 った。テ ィームティーチ ングにっいては,2

名 の教師によ りパ ターンA1とCを 基本 に担当の仕方を工夫 し,必 要 に応 じてBを 取 り

入れなが ら研究を行 った。課題の もち方 としてゲームの取 り入れ方 を工夫 した。

(3)「 武道 ・ダ ンス」では柔道,ダ ンスを同時に開設 し,そ の中か ら1種 目を生徒選択 と

し男女共習で行 った。ティームティーチ ングにっいては,柔 道ではパ ター ンA1,A2

を基本に,ダ ンスではパ ターンBを 基本 に場の変化によってA1か らBへ の研究を行 っ

た。学習 カー ド,VTR,BGM等 を活用 し,課 題の もち方 と場の工夫 に生か した。

4.各 分科会 ごとに学習資料,学 習カー ドの作成 と使 い方 の研究 を行 った。

※ティームテ ィーチ ングのパ ター ンにっいては5ペ ージを参照の こと。
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IV研 究の全体構想図

生涯体育 ・スポーツ

保健体育科目標

運動に親しむ習慣の育成 健康の増進と体力の向上

〔研 究 主 題 〕

生徒一人一人が課題をもち,楽 しく意欲的に学習す る授業の工夫

〔ね り い 〕

選択制授業とティームティーチングの工夫

〔ねbい 〕

課題の もち方 と課題解決の仕方の工夫

〔仮 説 〕

生徒が種目や内容を選択 し,複 数の

教師が指導することによ り意欲的な

学習 になる。

〔仮 説 〕

学習資料やVTR等 を活用し,課 題

のもち方や課題解決の仕方がわかる

ことにより,楽 しく意欲的な学習に

なる。

〔研 究 の 方 法 〕

1.領 域の中か ら器械運動,球 技,武 道 ・ダ ンスを選 び.3分 科会 を構成 し,研 究を進 める。

2.生 徒がY楽 しさを感 じる時"を 中心 と した意識調査 を行 い,集 計 分析 をす る。

3.意 識調査,指 導計 画を もとに各領域で ティームテ ィーチ ングの実 践を通 し,オ リエ ンテー ションのも

ち方,指 導 方法,グ ループ編成VTRの 効果的活用等 の研究 を深め る。

4.現 在使用 されてい るさまざまな学習資料や カー ドを参考 に しなが ら,で きるだ け短時間 で記入で き,

かっ効果的な ものを作成す る。

器 械 運 動

①VTR4台 を活用 した課題 の もち

方 と選択制授業。

②3種 目(マ ッ ト,跳 び箱,平 均台)

の同時開設 と場の工夫。

③ テ ィームテ ィーチ ングの研究B。

〔領 域 別 重 点 容 〕

球 技

① ゲー ムを生か した課題の もち方

②3種 目(バ スケ ットボー ル,バ レー

ボー ル,バ ドミントン)の 同時 開設

と選択制授業。

③ テ ィームテ ィーチ ングの研究A1→

C→B。

武 道 ダ ン ス

① 学習 カー ドやVTRを 活用 した課

題 の もち方 と選択制授業。

②2種 目(柔 道,ダ ンス)の 同時 開

設 と場の工夫。

③ テ ィームテ ィーチ ングの研IU柔

道A1,A2。 ダ ンスB(Al)
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V研 究の内容

1.テ ィームティーチングのあ リ方

(1)テ ィームテ ィーチ ングの意義

ティームテ ィーチ ングのね らいは,生 徒の能力や適性等に応 じた指導,す なわち個人差

への対応 とい う面か ら,従 来の一斉指導 では十分に対応で きない生徒への学習指導 を効果

的に行 うことにある。また,教 師一人が指導を行 うより,チ ームを組んで指導を行うため,

教師の専門性や持 ち味を生か した,よ りきめ細かい指導が可能 となる。

② テ ィームテ ィーチングの指導形態

① 学習課題 に応 じたテ ィームティーチングA1パ ターン,A2パ タ_ン

・個別の課題を学習する際に,T
.1とT2と でそれぞれの課題別 グループを指導する。

1麗 錨 ⇒1静;1≡ 募i⇒1鵬 翁桑}.ン
・学習 したい課題 ごとに分かれ,T1とT2と でそれぞれの課題の指導に当たる。

郵 鵬 ⇒1嚢量㍊:-1譜 ⇒1麗 錨 爆..
② 習熟度に応 じたティームテ ィーチ ングBパ タ_ン

・習熟の程度に応 じてT1とT2の 役割分担を行 い指導す る。

弄T1全 体 ⇒ 済 指導T1⇒ 弄T'全 体

奪 ・ ・ 個 別 取 り出 し指導(個 人 ・集団)・ ・#H・ ・ 個 別

③ 指導場所が2ケ 所 になるティームティーチ ング…・・…・Cパ ターン

・校庭,体 育館などに学習の場が分かれる場合,時 間や学習内容に応 じTlとT2が 入れ替わる。

lT1全,体(体 育館)1-・ 【・・ 全 体(校 庭)1

④ ローテーション指導によるテ ィームテ ィーチング……D・ マターン

・一定の時間で生徒が種 目を移動する方法であ り,教 師の専門性を生かすことができる。

1麗 舗 ⇒1慧齢:驚 鵠1⇒ 郵;錨
(3)指 導上 の留意事項

① どのような課題に対応するための指導方法 の工夫や改善 なのかを明確にする。

② 教師チームの役割 を明確 に し,教 師の専門性や持 ち味 を生かす きめ細かい指導を行う。

③ 自主的に学習できるような目標や課題の持 ち方,グ ループ編成の仕方の工夫を行 う。
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2.器 械運動

(1)意 識調査の結果と考察

① 意識調査について
ア.時 期 平成5年6月

イ.対 象 研究員所属校第2学 年 男子511名 ・女子482名 合計993名

② 結果(数 値 はすべてパ ーセ ント)

Q1.体 育の授業について答えて ください。

ア.楽 しく参加 していますか。

イ.意 欲的に参加 していると思いますか。

ウ.男 女一緒の授業にっいてどう思 いますか。
a良 いと思 う

b種 目によっては良いと思 う

cわ か らない

Q2.器 械運動について質問 に答えて ください。

ア.

ア

901階 い

暖
目

粍

R
r

O6

イ ウ

901は いgo

艦60

〔

目
目
目
目
目
」,

c

[

摂

i

[
目
日
一
h
9-

b

[

口目aO
り汝v汝 り汝 男女 男女 男女 男女

あなたがや っていて楽 しいと思 う種 目にっいては○,普 通 の種 目には△,嫌 いな

種目には×をつ けて ください。(必 ずっけてください)ま た,そ の理 由に近 い もの

を下記の欄か ら選んで ください。(い くっ選んで も良 い)

ア)器 械運動が得意だか ら

イ)技 がで きたか ら

ウ)ほ め られ たか ら
エ)技 が上手 にで きたか ら

オ)友 達同士互 いに教えあえ るから
カ)適 切なア ドバイスが受け られたか ら

キ)補 助 してあげた友人がで きたか ら

ク)自 由に練習で きるか ら
ケ)頑 張ればで きるか ら
コ)他 の種 目より楽だか ら

サ)け がをす るのが怖いから
シ)技 が上手 にで きないから

ス)器 械運動が不得 意だか ら
セ)F手 だ と思わ れるのが嫌 いだから

ソ)他 の種 目よ り疲 れるか ら

タ)次 の 日身体が痛 くなるか ら
チ)そ の他()

〈男子>
SOr...._.........................一.....__..._.............一......一 一5050

ビ 　

禰1柵 細1膳1∵
C

。今,二 £ 跳含。二2.平 翁。」2-DLEM_X

イ.マ ッ ト ・跳 び 箱 ・平 均 台 ・鉄 棒 の 中 で,

で す か 。2っ 選 び な さ い 。

欄一

ト
ー
ト

片

Ih

r
I
卜

卜

r

ト
ー
ト

ー

　子男く

52B

26.4

19.9

〈女子〉

52

ス
R

XO△XO△XOAXOG
Lマ ットー一」L眺 び籍一一」 一 平均台」L候 棒一

こ れ か ら や っ て み た い と 思 う も の は ど れ

〈女子〉[

酌吐
③ 考 察 マノト臨 穐 鵬 嚇 輔 糊 鹸纈

Q1.に ついて

ア ・イ.「 いいえ」 と答えた生徒が男子 は1割,女 子 は2割 を占めるが,多 くの生徒

は 「楽 しく・意欲的に参加 している」と答えている。

ウ.男 女共習授業について,女 子 は男子 に比べ否定的であるが,種 目によっては肯定

的に思 っている数 はむ しろ女子が男子 を上回る。

Q2.に っいて

ア.マ ット…好きな理由は(イ.技ができたから)(ケ.頑張ればできるから)に,嫌 いな理由

は(ス.不得意だから)(シ.上手にできないから)に集中 している。また,女 子

の特徴として(タ.次の日に体が痛 くなるから)という回答が19%も 見 られる。

跳 び箱…種目のイメージで 「技ができない」 と回答す る生徒が多かった。

平均台…経験者がいない割には 「やってみたい」 と回答する生徒が多かった。

鉄 棒 …男女共 「技が出来ないか ら」が圧倒的に多か った。

イ.4種 目か ら2種 目の選択では,男 女共跳び箱が圧倒的 に多 く,マ ット,平 均台が

それに続 き,鉄 棒 は特に少なかった。
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② 特 性

① 一般的な特性

ア 器械運動 には,鉄 棒 ・跳 び箱 ・平均台 ・マ ット運動があ り,回 転 ・跳躍 ・支持 ・バ

ランスなどの運動 で,い ろいろな技 に挑戦す るスポーッである。

イ 自己の技能に適 した課題を持ち,組 み合わせやとび方を工夫することによって,で

きない技がで きるようになったり,よ りよくで きるようになった りする喜 びを味わ う

ことので きる運動である。

ウ 器械 ・器具の安全を確かめ,正 しい練習方法を知 り,安 全に運動できる能力が必要

である。

工 比較的やさ しい ものか ら技術的に難 しいものへと,ひ とっひとつ克服 しなが ら練習

することがで きる。

② 生徒か ら見た特性

ア 不安感 ・恐怖感がある。

イ 挑戦 した技ができた時 に満足感が得 られる。

ウ 互いに補助 した り,技 のできばえを確かめ合 いなが ら練習す ることがで きる。

(3)指 導計画作成上 の留意点

① 自主的に活動で きるように,VTRや 学習カー ド,そ の他の資料が活用で きる時間や

場を設定する。

② 男女共習 ・複数教員のティームテ ィーチングとし,そ の役割を明確 にす る。

③ 各自が選択 した種 目 ・技 を,お 互 いに協力を して,で きばえを伸ばせ るよ うな場 の工

夫,配 慮をす る。

(4)学 習指導の工夫

①VTRや 学習資料により,運 動の特性を理解 させ,自 らの課題をっかませる工夫をす

る。

② ティームテ ィーチ ングにより課題解決 の方法を見つけられ るようなア ドバイスの工夫

をする。

③ 用具 の準備方法 と設置,お よび,そ れにともなう安全の確認にっいての工夫をする。

④ 互 いの声かけやア ドバイスによって,楽 しい授業になるよ うな工夫をす る。
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(5)第2学 年器械運動単元指導計画(マ ッ ト・跳 び箱 ・平均台)

ね らい ・器械運動 の特性 を知 り,自 ら進んで楽 しく学習す る。

・自己の能力にあ った課題をつかみ,そ の達成に向 けて意欲的に学習す る。

・互いに協力を して,安 全に楽 しく学習す る能力を身 にっける。

学

習

i

学

習

2

共

通

学

習

4

時

間

個

耐男

◆

グ

ル

聾

プ

学

習

9

時

間

ま

と

め

2
時

間

一(2時 間)

ねらい ・器械運動の種目と技の確認をし,自 己の能力を把握する。
・自己の能力に応じた技の決め方,課 題解決のための練習の工夫を互いに協力して計画的に行う。

① 授業 の進め方について
・種目の確認。

・カー ドの使用方法。

・用具の準備 と設置の仕方。および,そ れ に ともな う

安全の確認について。

-VTRに よ り,い ろいろな技を見る。

・T・Tに よ る学習の進 め方。

・グループ学習の進め方。(リ ーダーの決め方)

② 授 業の心構 え
・運動の特性を理解す る。

。臼己の能力を確認 し,課 題を把握す る。
・授業を安全 に行え るよ うにす る。

・学 習カー ドやVTR ,そ の他の資料の活用の方法を

理解す る。

① 学習活動(2時 間)

◇今まで学習をした技を行い,自 己の能力の確認をする。

ね らい1… … 自分が今 もって いる技 の習熟 をはか る

① 学習活動(4時 間)

マ ッ ト 跳 び 箱 平 均 台

今,で きる技や得意な技

を組み合わせ,そ れ らが

円滑 にで きるよ うにす る

今,で きる技や得意な技

を,安 定 した動作でで き

るよ うにする。

今,で きる技を安定 した

動作でで きるようにする

ね らい2… …頑張 ればで きそ うな技や新 しい技 に意欲的 に挑戦す る

◇ 自己の課題 を確認す る。

◇選択種 目の確認 をす る。

(3種 目か ら2種 目選択)

◇練習を工夫 したり,お 互 いに教 え合
った りす る。

◇ お 配いに補助 しあ うなど,安 全 に留

意を しなが ら学習す る。

②学習活動(5時 間)

マ ッ ト 跳 び 箱 平 均 台

頑張ればできそうな技や

新 しい技に挑戦 し,あ あ

てを もって計画的に練習

をする。

頑張ればで きそ うな技 や

新 しい技 に挑戦 し,よ り

ダイナ ミックに円滑に行

えるようにす る。

頑張ればできそうな技や

新 しい技を組 み合わせ,
バ ランスのとれた身の こ

な しができるようにす る

◇ ね らい① で学んだ ことか ら,も う…

度 目己の能力を再検討 し学習の課題
を見 っけ る。

◇ さ らに進 んだ段階で グル ープに分か

れ,練 習を工夫 した り,教 え合 った

りす る。

◇ さ らに進 んだ段階での学 習のため,
よ り安全 に留意 しなが ら学習をす る

指導 上の留意点

・自主的 に無理 のない練 習計画を立て,臼 ら学習で きるよ うなア ドバイ スをす る。

・お互 いに補助活動 などを協力 し,安 全 に留意を して学習 できるよ うに配慮をす る。

・各 自の課 題を明確に させ,そ れにそ った学習が できるよ うな適 切な助言を行 う。

・学習資料 ・VTRな どを利用 して,技 を十分 に理解で きるよ うに配 慮をす る。

・VTRを 活用す ることに よって,課 題 をっ かませ適切 な助言 を行 う。

① 学 習の発 表

・今まで学 習を して きた技を発表 しあい, お互いに良い点を評価 しあ う。

② 学習の評 価

・学習を して きた ことが らに対 して評価 を行 い
, 今後 の課 題や取 り組 みにっいて話 し合 う。
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(6)実 証授業指導案(第 二学年15時 間中の8時 間 目)

① 本時のねらい

ア.積 極的にVTRを 活用 し,生 徒 自身が自らの習熟度 を確かめる。

イ.生 徒一人一人がティームティーチ ングにより,よ り多 くの適切な助言を受 け楽 しく意

欲的に学習する。

ウ.頑 張ればできそうな技や新 しい技を見っ ける。

エ.お 互 いに協力を したり,安 全 に留意す るなど して学習 をす る。

導

入

10
分

展

開

ζ」
』
」

3

ラ

ま
と
め

5
分

学 習 の 内 容

・集合,整 列,挨 拶
・出欠の確認

・器呉,用 具 の設置

。学習内容の確認

・準備運動

学 習 活 動

・挨拶

・出欠 をとる。

・協 力 し,器 具,用 具を設置す る。
・安全 の確認。

・本時 に行 なう内容を確認。

・班長が 中心にな り柔軟性 を高め る

ためス トレッチ体操などを行なう。

教 師 の 働 き か け ・留 意 点

・健康状態の観察をす るo

。安全に器具や用具が設置で きているか どうかを 確認 し,
安全面での配慮を指導,助 言する。

・本時の内容が,確 認で きているか どうかを観察す る。

・適切な運動を行なって いるかどうかを観察 し助言する
。

マ ッ ト・とび箱 ・平均台 よ り2種 目を選択す る。

鰍 鷹購醸難灘i

【A】 ■ 前転 ・開脚前転
伸しっ前転 ・と
び前転 ・倒立前

転
【B】 ■ 後転 ・開脚後転

伸しつ後転

【C】 ■ 前方倒立回転と
び。側方倒立回

転
【D】 ■ 連続技

翻購灘灘慧i徽嚢
【A】 ■ 腕立て斜め開脚

とび・腕立て水

平開脚とび
【B】 ■ かかえ込みとび

屈身とび

【C】 ■ 台上前転 ・頭 は

ねとび ・前方倒

立回転 とび

殿

ブ

吻

己月

ツ
カ

ー

テ

あ

行

ス

な
方

走

一
う

り

繍
都
撚

■欝

【B】 ■ かかえ込みとび前

後開脚 とび,伸 身

とび,V字 水平バ

ランス(ポ ーズ)

m

・個別 による学習を行 う。

・本時の まとめ と次時 の確

認(班 および個人)
・整理運動

。用具のかたずけ

・あいさつ

・選択種 目の練 習をす る。
・資料集やデモテープをみ る。

・補助を しあい,器 具,用 具の

工夫を行 って安全 に学習をす

る。
・うまくで きた所 を評価 し合 う

・マッ ト運動の場を4箇 所 設定 を し

各場 ごとに,お 互いに協 力を して

学習をす る。

・今 までに学習 した技 を よ り正 確 に

行え るよ う練習する。

・今までに学習 した技 を組 み合 わせ

て連続 して行えるよ うに練習 をす

る。

・とび箱運動の場を3箇 所設定 を し

各場 ごとに,お 互いに協力を して

学 習活動 をす る。

・平均台運動の場を2箇 所設定 して

各場ごとに,お互いに協力を して

学習をする。

・各種目の場とは別の場で練習する

・各 グループで学習 ノー トを使用 し

て本時の評価 をす る。
・本時の評価を通 して次時の課題を

立て る。
・各 グループで行 う。

[T1]

★生徒全体の動きを掌握 し
指導にあたる。

・学習の課題がっかめてい

るのかどうかの点検を行

う。

・各種 目の場を回 り練習へ

の適切な助言を した り,

場 の工夫 などの ア ドバイ
スを行 う。

。補助者の位置についての

工夫を させ る。

・用具や器具の安全にっい

て配慮す る。

・学習の資料が うま く活用

で きるよ うに援助する。

・真剣 に取 り組む姿勢の重

要性に気づかせ る。

CT2]

★おもに視聴覚器材などを利
用しながら個別の指導にあ
たる。

・時間 で場 のローテーション

を しなが ら,生 徒の希望に

より視聴覚機 器を 使用 し,

録画,再 生,助 言を行 う。

↓

◇個人の課題の解決策を
考えさせる。その際具
体的な方法を助言する

◇頑張ればできそうな技
や新 しい技を見つける
ための助言をする。

・多 くの生徒に接 し学習課題

につ まず いてい る生徒 に対

し.適 切 な助言をす る。

・各場で課題の 取 り絹 みに

つ まついて いる生徒 に対

して適切な助言をす る。

・評価ができているか どうかを確認す る。

・次時の課題 が設定で きているかど うかを点検す る。
・とくに使用 した部分を.卜分に行わせる。

。健康の状態を点検す る。
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(7)資 料

① 器具の配置図

ス

テ

1

ジ

ロ マッ トデモテープ

前転系の技

ロ
ビデォ カメ ラ

後転系の技

ほんてん系の技

組合せ ・連続技

マ

ッ

ト

u
回転系

入 り技 ・降 り技

=========コ ポー ズ ・歩行

体操 系 の技
C========コ 組 合 せ ・連続

 

平
均
台

回転系

平均台
{1 デ モ テ ー プ

口
切り返し系 口

とび箱

デモテープ

② 器具の配置例

ラ
イ

ン

ス テ ー ジ

口 ←

口
1

個 々 の技 の練習 組

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 合

←雲

匡三Eヨ ー1
口 ロロ ← 。ステー ジの利用

.平 均台の入 り技,降 り技 の練習。

・とび箱の着手までの前半 と着手後

口 [コ ロ ← の後半 の練習・
・ステージの端にライ ンを引き,平

均台の練習。

③ 器具の工夫例

鼠
誌

筐蓬』 』歪 ジス裡 』
.x.・rx

ｺw.x遷 韓 鼠
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(8)本 時の結果 と考察

① 結果

ア 種 目や技 を生徒一人一人が選択することにより,種 目や技 の特性をよ り深 く知 ること

ができ,楽 しく意欲的に取 り組むことがで きた。

イ 学習 の過程で,資 料を活用 して ポイ ントを確認 しなが ら学習す ることができた。

ウ グループ学習の中で,生 徒が相互の課題 を解決す るために,お 互 いに教 え合い,励 ま

し合 う姿が見 られるようになった。

エVTRを 使用 したことで,生 徒一人一人が課題 を見付 けることがで き,さ らに意欲的

に取 り組む ことができた。

オVTRを 見なが ら,適 切 な助言 をす ることにより,で きなかった技がで きるようになっ

た。また,新 しい技に も意欲的に挑戦するよ うになった。

力 学習カー ドを活用することによ り,生 徒の目標や課題がわかりやす くなった。また,

自己評価 もしやす くな り,課 題解決に役立 った。

キ テ ィームティーチ ングによって,細 かい指導や声かけも多 くでき,生 徒一人一人が楽

しく意欲的に学習できた。

ク 器具 ・用具の数や配置,場 の工夫 によって運動量が確保で き,安 全に学習することが

で きた。

ケ ティームテ ィーチングによって,よ り安全性が高まった。

② 考察

ア 種目選択 グルー ピング ・学習 カー ドの活用 の仕方等のためのオ リエ ンテーションは,

楽 しく意欲的に授業を進めるためにはとて も重要である。

イ 男女混合のグループにすることは,補 助や年齢的なことなど難 しい問題があり,男 女

共習であ りなが ら,学 習内容 を考えるとグループ編成 に工夫が必要 である。

ウ テ ィームティーチ ングにより,生 徒一人一入への課題解決のための適切な助言が多 く

できた。

エVTRを 利用す ることで,生 徒一人一人の課題がより明確 になり,意 欲的な学習に役

立 ったが,短 時間で効果的に利用できるVTRの 工夫が必要である。

オ ティームティーチ ングや器具 ・用具の数や配置,場 の工夫 によって運動量 は確保でき

るが,安 全面の指導は事前に十分 してお く必要がある。
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3.球 技(バ レーボール ・バスケ ッ トボール ・バ ドミン トン)

(1)意 識調査の結果 と考察

① 意識調査について

ア,目 的:生 徒の興味関心を把握 し,選 択制授業の展開を考え,楽 しく意欲的に学習に取 り

組 ませ る指導の資料 とす る。

イ,時 期:平 成5年7月

ウ,対 象:研 究員所属校 第2学 年 男子249名 女子225名 計474名

② 結果

Q1.体 育(実 技)で 一番好 きな種 目

男 子 女 子 合 計
ア,陸 上 競 技9.0%10.8%9.9%

イ,体 操0.4%1、3%0、8%

ウ,水 泳14.2%22,1%18,1%
エ,器 械 体 操2,4%2,2%2、3%

オ,柔 道4,1%0,9%2.5%

カ,黄1」道0.8%04%0.6%

キ,相 撲0.4%0%02%

ク,ダ ンス0.4%2.2%1.3%

ケ,球 技68.2%60.2%643%

ア(99%

k
r

64.3%)

ウ(i8.1%)

Q2.一 番好 きな球技の中で,授 業中に楽 しいとき,や る気ので

るとき(2っ 選択)

ア,先 生 か ら適切 なア ドバイスが受け られた とき

イ,友 達か ら適切 なア ドバイスが受け られた とき
ウ,先 生や友達 からほめて もらえたとき
エ,み んなで協 力 ・団結で きたとき

オ,ゲ ームがで きるとき

カ,自 分が活躍 したとき
キ,ゲ ームを して勝敗を争 っているとき

ク,チ ームのメ ンバーが よい(お もしろいチーム)

男 子 女 子 合計

6.0%3.4%4.7%

3.0%1.4%2.3%

10.5%8.7%9.6%

13.326.719.7

25.716.721.1

11.2%12.6%11.9%

167%10.1%134%

13.621.317.4%

ク(17

キ(134%)

カ(119%)

(9.6io)

エ(置9 .7"b)

オ(211%)

Q3.一 番好 きな球技 の中で,授 業 中に楽 しくな い とき,や る気

ので ない と き(2っ 選 択)

男子 女子 合計
ア,先 生か ら適切なア ドバ イスが受け られなか った とき

イ,友 達か ら適切なア ドバ イスが受け られなか った とき

ウ,先 生や友達が教えて くれな いとき
エ,自 分が ミスを したとき

オ,チ ームで協力 しない人が いたと き,

まとまっていない(チ ームワー クがない)と き
カ,み んながや る気をなく しているとき

キ,チ ームが大差で負 けて いるとき

1.9%L5%1.7%

z.z%a.a%i.s%

1・9%2・3%2・1%ヵ(2置 慶%)

25.9%27.2%28.5%

37.4%39.7%38.5%

18.6%23.6%21.1%

9.4%fi.3%7.9%

Q4.男 女一緒にやるとすればどの球技がよいか(2種 目選択)

③

ア

イ

ア,バ ス ケ ッ トポ ー ル

イ,バ レー ボ ー ル

ウ、 ソ フ トボ ー ル

エ,サ ッカ ー

オ,ハ ン ドポ ー ル

カ,バ ド ミ ン トン

キ,卓 球

ク,ソ フ トテ ニ ス

考察

男 子 女子 合計
18.5%15.2%16.9%

27.8%32.9%30.2%

9.19y9.9%9.5%

io.i%s.s%s.i%

2.8%2.1%2.5%

13.4%18.5%15.8%

12.5%9.7%11.2%

5.8%5.7%58%

カ(t5.8%タ

オ く2.5%}

て(&1%♪ 《
一」 豊

キ羅 ㎜

1

L

I工
一

==
一 ・一

一

L-一

L.【1..「 ・.・ 』F一ゲ

オ(385%)

イ(302%)

エ(272%)

球技が一番好 きだと答えた生徒 は64.3%お り,楽 しいことがその理由としてあげられる。

授業中楽 しいと感 じるのは,よ いメンバーで団結 しなが らゲームができることであり,

加えて,自 分が活躍 し勝敗 を争 うときに楽 しさが増す。

ウ 体育が楽 しくない理 由として,チ ームワークが悪 く,自 分の ミスがチームメイ トか ら批

判の対象になるときがあげ られる。

工 生徒の意識の中には,バ レーボール ・バスケットボール ・バ ドミントンな らば,男 女共

習において も楽 しく学習で きるだろうと予想 している。
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② 特性

① 一般 的特性

くバ ドミン トン〉 ラケ ットで シャ トルコックを打 ち合 う面白さに加え,そ のシャ トルの微

妙な速度の変化によって男女混合などの形態で も行いやす く,必 ず しも体力や年齢,性 別

によ って勝敗が決 まるとは限 らないために,手 軽 に楽 しむことができる。

〈バ レーボール〉 ネ ットを挟んでボールを床に落さないように行 うスポーツである。ネ ッ

トの高 さを調節することで,あ る程度の難 しさの調節が可能である。一人で続 けてボール

に触れられないために,チ ームワークが必要 となる。

〈バ スケッ トボール〉 複数のプ レーヤーが敵味方入 り乱れて行 う。 ターンオーバーが起 こ

りやす く,激 しい動 きと,瞬 時の判断が必要 とされる。 ゴールは頭上 にあり,得 点 には微

妙 なコントロールが必要 とされる。走 ・跳 ・投が絶えず起 こり,運 動量 も多 い。

② 生徒か ら見た特性

くバ ドミントン〉 用具を使 って簡単に打 ち合え,気 軽に取 り組める。

〈バ レーボール〉 ボールを手で扱 う痛みはあるが,チ ームワークによって盛 り上 り,楽 し

める。

〈バスケットボール〉 シュー トチャンスが多 く,シ ー一 トが入 ると面 白い。動 きが激 しく,

展開 も速 く,熱 中 して参加 しやすい。

(3)指 導計画作成上の留意点

① 地域や学校 の実態及び生徒の心身の発達段階や興味関心 ・特性を十分考慮す る。

② 特性に触れる楽 しさが,運 動 に親 しむ習慣 を育てる大 きな要因である。という考えを基

に興味や関心 を生かすため,選 択制,男 女共習を取 り入れることを考慮する。

③ テ ィームティーチ シグを取 り入れることによって,生 徒選択 の幅を拡げ,個 別指導 を充

実 させ るための配慮をする。

(4)学 習指導の工夫

① チームリーダーを中心に自主的 ・自発的な学習を心がける。

② ゲームを毎時間始めに設定す ることによ り,課 題をっかんで練習できるようにする。

③ 記入の容易な学習 カー ドを工夫 し,各 自の課題 をっかませ,自 ら評価できるようにする。

④ ティームティーチ ングを生 か した授業方法,授 業形態を工夫する。

⑤ 生徒の提案や発想を生か しなが ら,意 欲を引 き出すよう心が ける。

⑥'授 業場所が広範囲 になるため,場 の工夫や安全面への配慮や指導を十分行 う。
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(5)選 択制 「球技」指導計画(第2学 年)(20時 間扱 い)

学習方法(男 女共習,領 域内生徒選択)
・球技の中か ら生徒 アンケー トによ り,バ スケッ トボール ・バ レーボール ・

バ ドミントンの3種 目の中か ら生徒選択をさせて,1種 目を学習す る。
・1期 ,II期,皿 期に分ける。

学習 のね らい(課 題を見つけ,楽 しく意欲的に練習 ・ゲームをする)
①1期 一ゲームを通 して球技の特性を知 ると共に,自 分の課題をっかむ。

②II期 一(前 期)自 分の課題を中心に練習 し,ゲ ームで確 かめる。
(後期)個 人技能を高めると共に,集 団技能の練習を し,作 戦を考え

ゲームに生かせ るようにする。

③ 皿期 一自分たちで,各 球技 の リー グ戦 。対抗戦 を行 い,特 性 に触れ る楽 しさ
を味わ う。

時間配分 と内容

段 階 ①1期 ②II期(前 期) II期(後 期) ③皿期
時 間 123 456789 101112131415 1617181920

内 容 簡 易 ゲ ー ム。 個々の課題に応 じて チーム課題を見っけ 自分 たちで リーグ戦 ・

楽 しく行 うため 技能を身にっける。 技能を身にっける。 対抗戦を行うチーム
のル ー ル の話 し 学 習 資料 ・学 習 カー 学習資料 ・学習カー の作 戦 を た て る。

合 い0 ドを活 用 す る。 ドを活 用 す る。

O

1

期

楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
行
う
た
め
に

何
が
必
要
か
見

つ
け
る
期
間

ゲ
ー
ム
を
楽
し
く
す
る
上
で
必
要
な
課
題
を

見
つ
け
習
得
す
る
期
間
〈
個
人

・
集
団
〉

②

H

期

前
期

・
後
期

学 習 活 動

オ リエ ンテー シ ョ ン
・チ ー ムづ く り

・学 習 の 流 れ

・種 目の特 性
・簡 易 ル ー ル

教 師 の 動 き(T1・T2)

;*T1グ ラ ン ドで バ レー,バ ス ケ ッ トボ ー ル

i、 署 糖 碧夢1蕩あ鄭 霜轟 暑ゑご
獄 罷 馳 のグループの指導を行う。

○教師の働きかけ ●評価の観点

う
)
)
)
)
)
〉

試しのゲーム
個人技能(課 題)の 確認
学習方法を知る
簡易ルールの確認

羽一
-
v

》

ル己自

題

習

(

課
練

価

ム

の
別

評

一
人

題

己

ゲ
個

課
自

「活
動

チ ー ムづ くり
ル ール の確 認 と変更

学 習 資 料 の活 用 ・工 夫学

習 カー ドの利 用声
か け,ア ドバ イス

ー活
動

0
練
習
し
て
き
た
成
果
が
生
か
さ
れ
た

ゲ
ー
ム
を
行
う
期
間

チームの課題
集団技能練習
(ゲーム②)

評価

ゲ ー ム①(公 式 ルー ル)

W

皿

期

V

リーグ戦 ・対抗戦の実施

・全 員 が協 力 す る

・ル ール の決 定

・審 判 ・得点 ・計 時等

の係 分担
・ゲ ー ムの工 夫 ・作戦

・スム ー ズな ゲ ー ム運 営

*学 習 の ま とめ

〈1期>
0グ ルーピングを考慮する。(男女の能力差等)
0全 員が協力して準備させる。
●協力 して準備,話 し合いができたか。
●ゲームのための必要なルールや技能がわかったか。
●個人の課題を明確にっかめたか。

〈II期(前 期)〉
○ リーダーに練習計画,方 法を助言する。
○平均 したグルーピングを考慮する。
○学習カー ドにより個人の課題や練習内容を確かめ,話 し

合いの援助やア ドバイスをする。
○生徒間の声かけ、アドバイスが意欲や練習成果を高める

事をアドバイスをする。
●り一ダーを中心に協九 話し合いができたか。
●学習資料がうまく活用できたか。
●個人技能の必要性がわか り向上する意欲が持てたか。

〈II期(後 期)〉

○ チ ーム のね らい を認 識 させ る。適 切 で な い と きは資料 の

活 用 を ア ドバ イ スす る。

○ チ ーム の反 省 が適 切 か声 か け をす る。

○ ゲ ーム中 の係活 動 に適切 な ア ドバ イス をす る。

●集 団 の課 題 が 明確 にっ か めた か 。

● チ ー ムメ イ トに声 か けや ア ドバ イ スが で き たか 。

●係 活 動 が しっか りで きた か。

(● 練習 課題 が ゲ ーム② に生 か され た か)

〈皿期〉
○企画に無理がないか話し合い活動をさせる。
○ルールの確認をさせる。
●ゲームの適切な作戦がたてられたか。
●係活動が無理なく,ゲ ームが円滑に行われているか。
● リーダーを中心に全員が協力 してゲームができたか。
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(6)展 開 例(20時 間中の6時 間)

本時のね らい

・ゲームにおいて,個 人技能 の課題 を明確 にっかむ。

・各種目で種目の リーダーを中心に練習方法を決定 し,協 力 して練習に取 り組 む。

・課題別に協力 し,楽 しく安全に練習する。

学 習 内 容 及 び 学 習 活 動 教 師 の 働 き か け 評 価の 観点

導 整列 ・あいさっ ・出欠確認

学習内容め確認

健康状態を観察する。
本時の流れを説明する。

協力して準備が
できたか

チ ー ム毎 に ス トレ ッチ ン グを す る。 ス ト レ ッチ ン グの ポ イ ン トが守

入 用具の準備 られて いない場 合は,助 言 をす る

(Tlは グ ラ ン ドで バ レー ボ ー ル
10 とバ ス ケ ッ トボ ー ル,T2は 体育

分 館でバ ドミン トンの指導 をする。)

バ レー ボ ー ル バ ス ケ ッ トボ ー ル バ ドミ ン トン ゲームが円滑 に

8分 間 のゲーム 8分 間のゲ ーム 7点 ゲームを行 各種 目のゲームを見て,個 人技 行われてい るか。

を行 う。(計2ゲ ー を 行 う。(計2ゲ ー う 。(1コ ー ト に 能 にっ いて声 かけや ア ドバ イスを

ム) ム) っ き2ゲ ー ム) 与 える。

展 学習 カー ドの 「ゲー ムの感想」 と 「今Elの 課題」 の項目 学習 カー ドに記入 された課題を 個人の課題が明

を記入 し,種 目の リー ダーに提出す る。 確認 し必 要なア ドバイスを行 う。 確 にっかめて い る

種 目の リー ダーは 「今 日の課題」 の課題 別に分 け る。 リー ダー へ の 援 助 を す る。 か 。

リー ダーを 中心

課題別の班は,そ れぞれ学習資料を活用して練習方法を に話 し合いが で き

話 し合 って決 め る。 練習方法が適切か確認し,声 か て い るか 。

種 目の リー ダーは,そ れぞれの練 習内容 に合 うよ うに練 け ・ア ドバ イ ス を 行 う。 学習資料は活用

習場所 を割 り当て る。 されてい るか。

課題 別の班 で練習を は じめ る。 練習場所が適切か確認し,必 要
な らば助言 す る。

個人課題練習例 各種 目の練 習を見て回 り,声 か

開 パ ス(オ ーバ ー ハ パ ス(チ ェ ス ト,サ サ ー ビ ス(シ ョー け ・ア ドバイ ス ・個別指導を行 う 練習方法は適切
ン ド,ア ンダー ハ ン イ ドハ ン ド,シ ョル ト,ロ ングハイ,バ ッ 練習が円滑に行われるように援 か 。

ド,バ ックパ ス,ジ ャ ダ ー,フ ッ ク,バ ウ クハ ン ド) 助 をす る。

ンプパ ス) ンズ) ス トロ ー ク(オ ー Tiは バ レ ーボ ー ル とバ ス ケ ッ 課題別の班で協
トス(1直 上 トス, ス トップ(ジ ャ ン バ ーヘ ツ ド,ハ イバ ツ トポ ー ル を 中 心 に.T2は バ ド ミ 力して練習ができ

オ ー プ ン トス,バ ッ プ,ス トラ イ ド) クハ ン ド,ラ ウ ン ド ン トンを中心 に各種 目の練習を見 て い るか 。

ク トス) ピポ ッ ト(フ ロ ン ザヘ ッ ド,サ イ ドアー て回 る。 お互いに声かけ
サ ー ビス(ア ンダー トターン,バ ックター ム,バ ック ハ ン ド。 練習中,安 全に留意するよう声 や ア ドバ イスを し

ハ ン ド,フ ロ ー ター,・ ン) フ オア ア ンダ ーハ ン をかけ る。特に ポー ルや シャ トル ながら楽しく練習
オー バ ー ハ ン ド,サ ドリブル ド,バ ッ ク ア ン ダ ー が足 もとにあ るまま,練 習を続 け す ることが で きて

イ ドハ ン ド) シ3ッ ト(セ ッ ト, ハ ン ド) ないよ うに注意す る。 い るか 。

35 スパイク レイ ア ツプ,ジ ヤ ン 各種 フライ トの打 練習に必要な用具がある場合 練習方法が1:夫

分 ブロ ック プ) ち分け(ハ イ クリア, (ゲ ー ムベ ス ト,ス ト ップ ウ ォ ッ
.

されて いる。

デ ィ フ ェ ンス(ド ドリブ ンク リア,ド チな ど),腫 目の リー ダー に確認

リブルに対 して,ポ ロ ップ シ ョ ッ ト,ス し準備す る。

ス トに対 して,シ ョッ マ ッ シュ,ド ライ ブ,

トに対 して) ロ ブ,ヘ ア ピ ン)

本時の まとめ ・評価 健康の状態を点検する。 個人の課題にっ
ま
と 学習 カー ドに記入す る。 片付けの状況を確認する。 いて練習で きたか。

め 次回の確認 まとめ ・評価 にっいて助 言する。 次 のゲー ムでの

あいさつ 課題 をっかめたか。
5

分
片付け
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(7)資 料

保健体 育 学 習カー ド 個人課題 チーム課題

2年 組 番氏名
4 8

ゲ ームの感想
5

9

1 11 s

T 30

2 12 8

11

9

3

.,..,,

13 io 12

自己評価 よ くで きた…Aで きた…Bあ ま りで きなか った…C

i 2 3 4 5 6 7 8 9 is ii iz 13 14 15 Z6 17 18 19 zo

協力して準備ができたか

係活動ができたか

話 し合 いが円滑にで きたか

課題がっかめたか

課題に適した練習ができたか

お互いに協力して練習できたか

ア ドバイ スや声か けがで きたか

学習資料が活用できたか

楽 しく意欲的 にできたか

協力してかたづけができたか

バ ス ケ ッ トボ ー ル(チ ー ム練 習 例)

ス ク リー ンプ レイ(ア ウ トサ イ ド)

1① が②にパスをする。

2① は②の外側に移動 しパスを

受ける。その際、自分のマーク
マンを②にぶっけて ドリブルを

使いペネ トレイ トする。

ス ク リー ンプ レイ(イ ンサ イ ド)

1① が ② に パ スを す る 。

2① は② の マ ー ク マ ンの 内 側 か

らス ク リー ンを か け る 。

3② は① の ス ク リー ンを 利 用 し

て ド リブル イ ンを行 う。

O

x

;

↓
H

万

X

xノ つ②、

vノ

ノ《ドミン トン 管料3釧 門匿法

匝 乃 イト蹴 賀1… …人の動さ

① クリアー(ス トレー ト.・クロス)

… オ フ ェ ン ス

… デ ィ フ ェ ンス

… パ ス

… ド リプル

…動 き

… ス ク リー ン

Ii

1

?くく

i;=と

o

I
1＼ ・ Ψ
ir ＼

○

比i 1

b

搭

冷

.②

② スマ ッシュ(ス トレー ト・クoス)

匹=_L

I●＼1闘 ＼
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0

亭

ー

'「
＼¥y

O

→ ・±_ 1

一 フライ ト(シrト ルの動 き)
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(8)本 時の結果 と考察

① 結果

ア 授業の始めにゲームを行い,学 習 カー ドに記入させることで個人課題の確認が容易にな

り,同 じ課題 を協力 して解決す ることができた。

イ リーダーを中心 にグループ学習をさせたところ,学 習資料を活用 して自主的な学習活動

ができるようになった。

ウ 授業をゲームか ら始めることによって興味 ・関心を高めることがで き,種 目の特性 を理

解することができた。

エ ティームティーチ ングを実施することで,課 題別 ・個別指導 を充実す ることができた。

オ 生徒 自らが選択 した種目であることと,毎 時間ゲームを体験 し,ゲ ームに必要な個人 ・

集団の課題 をっかませたので,課 題 を解決す るための活動に意欲的に取 り組むことができ

た。

力 当初か ら男女共習を条件 とした種目を設定 したため,ス ムーズに共習 に取 り組む ことが

で きた。

② 考察

ア 授業 をゲームか ら始 めたことは,個 人の課題やチームの課題 必要な練習やその取 り組

み方が具体的になり,生 徒が意欲的に課題の解決に取 り組むために有効である。

イ2人 で3種 目を開設 し,体 育館 と校庭で行 ったが,安 全を確保 しなが ら,効 果的に助言 ・

援助を行 うためには,教 員相互の意志の疎通や情報の交換 ・役割分担の仕方 に工夫が必要

である。

ウ1種 目当りの生徒の人数が少 ないために,チ ームの課題を解決す る練習に進むと相手が

必要 となり,ゲ ームに近 い形式での練習が多 くなったが,そ の際,練 習の目的を忘れない

ように配慮することが大切である。

エ リーダーを通 して,助 言 ・援助を行 うように配慮 したことは,活 動の中心となるリーダー

の育成 に有効である。

オ テ ィームテ ィーチ ングを行 うことは,個 別に助言 ・援助 ・声かけを行 う機会が増え,学

習効果を高めるのに有効である。また教員にとって も,互 いに足 りない面を補 いあ うこと

ができる。

力 種 目によって は,男 女差が大 き くでる可能性 もあるが,チ ーム分け 。場の工夫などによっ

てその差を小さ くす ることがで きる。
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4.武 道 ・ダンス

(1)実 態調査の結果 と考察 標本数男子453人,女 子378人,合 計831人(公 立中学校5校)

①あなたは創作 ダンスに興味がありますかD

C%)ois ・30-956075i亟 妾季

・咳

少しある魎Z

　

・・嚢==コ

②ある ・少しあると答えた人の答え。(とのようなところが楽しいか)

75(%)

リズム体楽しい

みんなと楽 しく鱒れる

ダンス作るのが楽 しい

かっこいい

目立っことができるから

一つのことをみんなでできる

コミュニケーションがとれる

その他

③興味 ・関心がない理由。
(%)

0102。304050易 髪季

踊るのが恥ずかしい

上手に踊れない

面倒くさい

カノコワルイ

人に見られるのが嫌だ

作るのが難 しい

勝負がはっきりしない

その他

④あなたは柔道に輿味がありますか。

(%)oiszosonoso

易舞
ある

少 しある

・・陣 一一 一

⑤ある・少しあると答えた人の答え。(とのようなところが楽しいか)(%;

0102030ao5。 易 欝

技をかけて相手を授

自分のみを守る 役立

監体1の 勝負ができる

かっこいい

心身を鍛えて強 くなれ

礼儀を重ん じている

その他

⑥興味 ・関心がない理由
(%)

篇、螢50嗣 鷺

__、 認 謡_
体。触られるのが嫌。』

妓をかけて帽手を投げる臨

かたっくるしいイメージがある町

加 コワルイ降

汗 くさ いイメ ー ジが ある///////.　聯爵

〈 ダンス考察〉*① ～③

① ダンスの興味 ・関心 については,予 想通 り男子の数値が低 いことが顕著 に表われてい

る。また,こ の調査対象の女子に至 っても,興 味 ・関心 があると答えた生徒の数値が意

外に低い。 ダンス学習の動機付けの工夫などが必腰 である。

② 音楽に合わせて体を動かす ことの楽 しさを知 っている生徒は,男 女 とも興味 ・関心を

もっている。 しか し,多 くの生徒 は,面 倒 くさい,恥 ずか しいなどの理由か らダンスに

対す る興味 ・関心が低 い。音楽に合わせて体を動かす ことや動 きを作る楽 しさを,よ り

生徒に味わわせる指導の工夫が大切である。

〈柔道考察〉*④ ～⑥

① 柔道での興味 ・関心 は,男 子は高 く,女 子 もやってみたいと思 っている生徒が多 く見

られる。相手に技をかけた り,投 げたりす る柔道に男女 とも興味 ・関心を示 している反

面,柔 道 は痛いとい うイメージが一部の生徒には根強 くある。相手 との技 の攻防の楽 し

さを味わわせることが必要である。
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② 特性

① 柔道の一般的特性

ア.我 が国固有の文化 として伝統的な行動様式や礼儀を重んずる。

イ.直 接相手 と組んで,自 分が習得 した 「技」を生か して,攻 撃を した り相手 の攻撃 を防

いだ りしなが ら,互 いに競い合 うことを楽 しむ。

② 生徒か らみた柔道の特性

ア.お 互 いに習得 した 「技」を生か し,攻 防す ることが楽 しい。特 に,自 分 より大 きい相

手や力 の強 い相手を投げた り,抑 え込んだ りすることが楽 しい。

イ.相 手 に技をかけ られ ることが怖 い。 ウ.相 手 に投げ られ ると痛 い。

③ ダ ンスの一般的特性

ア.表 したいイメージや思いを自由に表現 し,リ ズムに合わせて体を動かす ことの楽 しさ

や,踊 りをつ くる喜びを味わ う。

イ.世 界各地で文化 として伝え られて きた独特な動 きやt)ズ ムをとお して踊 る楽 しさを味

わ う。

④ 生徒か らみたダンスの特性

ア.仲 間 とともに楽 しく踊れる。 イ.リ ズムにあわせて体を動かす ことが楽 しい。

ウ.踊 るのが恥ずか しい。 エ.作 品を作 ることが難 しい。

㈲ 学習指導 の工夫

① ティームテ ィーチ ングの活用

柔道では,複 数の教師が投げ技などの選択 コースを開設 し,生 徒個 々の興味や関心に応

じた指導がで きるように工夫 した。 ダンスでは,主 に授業全体をみる教師と,VTRを 活

用す る教師とに役割を分担するなど して,そ れぞれの教師が異 なる角度か ら生徒一人一人

をとらえ,指 導で きるように工夫 した。

② 特性に触れ る楽 しさを味わわせ る工夫

柔道では,技 をかけて相手を投げる楽 しさを味わわせ るために,得 意技を身に付けさせ

るよ うに工夫 した。ダンスでは,身 近 にある物か らの模倣運動やスポーッを題材に した動

き作 りを通 して ダンスの楽 しさを味わえるように工夫 した。

③ 課題をっかませる工夫

VTRを 活用 して学習内容を知 らせるとともに,T.Tに よる技や動 きの魅力 を見せ る

ことによって,生 徒の興味 ・関心や意欲を引 き出 し課題 をっかませるように した。
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(4)指 導計画

① ダンス

1～2 3 4 5～7 8～10 11 12^-13 14 15

授

業
内

容

・オ リエ ンテー

シ ョ ン ・ビデ

オ に よ る ダ ン

ス紹介 イメー

ジ作 り
・グ ル ー プ 分

け

・リズムに合わ

せて楽 しく踊 る
・模倣運 動

*教 師

に合 わ
せた模

倣 運動

*2人

講姦

。音 楽に合 わせた身

体 の動 きの発見
*新 聞紙等
・表現 作 りの練 習

*ス ポー ッなどの身

近 な課題を見つけて
表現 す る

・作晶作 り

*テ ーマを

決めて全体の構想を練
る

*動 きを作 る

・中問

発表

・作品の踊

りこみ
*イ メー ジ

の表現 や動

きの流 れの
確認

・発 表

会

・まとめ

*ビ デオ鑑

賞反省

TT 主 ・副 主 ・副 主 ・副 主 ・副(主 ・主) 主 ・主 主 ・副 主 ・主 主 ・副 主 ・副

※TT=ティームティ　チングの方法佳:型:::≡炎霧 騰 鍵 臓 撫
、舗 潔 欝 獄 鱗 静

② 柔道

時 学 習 内 容 教 師 の 働 き か け T・T 課 題

1 オ リエ ン テ ー シ ョン1 ○個人の興味 。関心に応 じて選択できるように 主 。副

(柔道 ・ダンス選択のためのオ リエンテー ション) す る。 1

1

1

z オ リエ ンテ ー シ ョ ン2 ○等質 グループ

1

主 ・副

(班編成) 1

S 〈基本動作の練習〉 O受 け身の基礎・基本を習得できるように援助 主 ・主 課題をつか

技の紹介 ……一斉指導 す る。 1 む

5 受け身 ・崩 し方 ・体 さば き ○投げ技を見せて選択の参考になるようにする。 1

○適切な受け身ができているか観察助言する。 1

○崩 し,体 さば きを理解で きるようにする。 1

1

6 投げ技の選択 ○生徒の興味 ・関心に応 じて技の選択をできる

1

主 ・副 課題解決に

(個別学習①…自己や班 の課題を もち,技 に挑戦す る) ようにす る。 取り組む

S 〈技をい くっで も選択で きる〉 ○技の ポイ ン トを理解で きるようにす る。 (主・主) ノ、

背負い投 げ ・大腰 ・支え釣 り込み足 ・大外刈 り ○各 コースを回 り,崩 し.体 さば きをできるよ 1

8 凝 どの技 も左右 とも投げることができるように練習す る うに援助す る。 1

○動きの中で技をかけられるように助言する。 1

○安全に行えるように配慮す る。 ↓

↓

9 遵絡変化の技の練習 ○連絡変化の技が身にっけられるように援助す

1

1 W

(個別学習② …新 しい技 に挑戦 したり,得 意技を身にっ ける) る。 1 課題を深め

S 〈連絡変化の技の例〉 1 る m

*投 げ技→投げ技 串投げ技 →抑え技 1

10 小内刈り→背負い投げ 背負い投げ→けさ固め 1

大内刈りH大 外刈り 大外刈り →けさ固め 1

↓

t

11 審判法の練習 ○ 審判法を正 しく理解で きるようにす る。

1

1

(個別練習③…自己の課題達成からより高い課題を設定 し挑戦 ○個人の課題達成度に応 じて,課 題に取り組め 主 ・副
S

す る) るようにす る。 ↓

13 崇相手の動 きに応 じて,攻 防ができるよ うにする 1

1

1 W

14 試合(体 重別 ・団体戦) ○試合の運営をみんなで協力して行えるように 1 課題達成度

×試合のルールを自分 たちで決める する0 1 の確認

S ア.場 の広 さ ○自分たちで決めたルールを守り,相 手を尊重 1

イ.試合時間 して試合がで きるよ うに助 言する。 1

15 ウ.使 ってよい技 ○仲間の技をお厘いに研究できるように助言す 1

エ.判定 の仕方 るD 1
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(5)実 証授業指導案

〈 ダンス〉

① 本時のねらい

ア.一 人一人が課題 にあった動 きを作 ることがで きる。

イ.動 きの特徴を工夫 し,組 み合わせて楽 しく踊 ることがで きる。

ウ.班 で男女が協力 して意欲的 に課題 に取 り組む ことができる。

② 指導案(15時 間中の6時 間目)

学習の内容 生徒の動き(学習活動) 教師の働きかけ

1.集 合 ・出席確 認 T1。2健 康観察
は

2.本 時の学習内容 ○本時の学習内容を知る T1学 習内容の重点を示す
じ
め 共

通
3.ダ ン ス ウ オー ム ア ッ

プ
○ ス トレ ッチ T2心 身を ほぐす よ う助言

す る

学 02人 一組 で動 く(一 人の動 きを他の一人が真似 る) Tレ2リ ズ ムに合 わせ て踊
10

分
習
1

ジャ ンケ ンを し,負 けた ものはその組の後 ろにつ く る楽 しさを味わえ るよ うに

す る

.口9 4.多 様な感 じや ○先生の動かす新聞紙を自分なりに真似して体を動か T1生 徒が恥ず か しが らず

個 イ メージか らの表現 す にで きるよ うな雰囲気 をっ

別 くる

学 02人 一組 にな り,互 いに新聞紙を動かす人 と,真 似 T2楽 しみなが ら,新 聞紙

習 5.身 近 な課題 をする人を行う の多様な動きに応じた身体
(ス ポーッ)に よる表現 ・新聞紙 の動 きに合わせて身体の動 きを工夫す る の動 きを工夫で きるように

な
(模倣運動) 助言する

○班 ごとに 一一種 目のス ポーツを選択す る T1・2具 体的な動 きの 例を

○班 で話 合い,選 択 した スポー ッを課題 と して,音 楽 あげ,イ メー ジをっか める

班 に合 わせてそのスポー ツを表現 してみ る よ うに助 言す る

別 ・班長 を中心 に班 員みんなで考え,動 きを組 み合 わせ Tlス トー リー 性 が あ る と

学 てい く さ らによい ことを伝え る

習 ○必要 に応 じて先 生に ビデオ撮 影を して も らい,動 き T2各 班の必要 に応 じて ビ
の組み合わせ作りに役立てる デオ撮影を行い.指 導 ・助

言する

一く 班の話合 いで予想 され る問題点 とその指 導のポイ ン ト〉

① 男子が話合いに積極的に参加しない…新聞紙での模倣運動において男子の工夫された動きやよかっ

②た黎鱗 覧禦熱 蟹 ㈱ を生か鑛 黎高鵠 鑑 需醗 較 鞠 きを行。てもよい
.● ● ことを伝え,動 きを組 み合 わせ ることを助言す る。

③ うま く動 きが考 え られ ない 他の人の動 きを真似て みた り,鏡 な どに自己の動 きを写す な
か ど して,身 体 を動か しなが ら考え ることの大切 さを助言す る。

6. 小作品の発表 ○班ごとに班長が中心となって発表する T1鑑 賞態度の 大切 さにつ

共 ○発 表順1～2～3班 の順 に発表す る いて気づ くよう助言す る

通 ○互いに他の班の小作品を見合い,今 後の作品作りの T2ダ ンス学習 の 中で 他 の
学 参考にする 人の動きを見て学ぶ大切さ
習 を伝える
皿 ● ○班長を中心に。鑑賞した班にっいて一言感想を述べ T1・T2相 互評 価 の大 切 さ

35 る に気づくように助言する
分 ○発表が終わった班は,他 の班から受けた評価を学習 (学習 カー ドに記入)

カー ドに まとめ る

ま 7.本 時 のまとめ ○班 ごとに学習 カー ドを用 いて 本時 の反 省を行い,次 T1・T2自 己 ・相互 評 価 が

と 時への取り組みの確認をする 適切に行われているかを確
め ○各班長が本時の感想と反省を発表する 認する
5 8.次 時 の予告 ○次時の学習内容を確認する T1・2次 時へむ け て各 班 を

分 励ます

※ 教師の働 きかけ
T1・2=教 師が互いに協力 して行 うもの。TI=授 業 を中心的に進め る教 師。T2=T1の サポ ー トをす る教師。

③ 評価

ア.一 人一人が課題 にあった動 きを作 ることがで きるようになったか。

イ.動 きの特徴を工夫 し,組 み合わせて楽 しく踊 ることができるようになったか。

ウ.班 で協力 して意欲的に課題に取 り組む ことがで きるようになったか。
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〈柔 道〉

① 本時のねらい
・一人一人の生徒が興味 ・関心のある技を自ら選択 して課題別学習をす る。

・互いに教え合い,学 び合 う場を通 して楽 しく,意 欲的に学習す る。
・常に安全に行 うよう留意 させ,協 力 して練習をする。

② 学習内容
・グループごとに技の研究をす る。

・背負い投げ,大 腰,支 え釣 り込み足,大 外刈 りより一っの技 を選択す る。
・得意技を身 に付け自由練習 を行 い,動 きのある中で技を掛けるタイ ミングを覚え る。

③ 学習の展開

(15時 間中の6時 間 目)

導

入

10

分

展

開

【
り
}

り0
5

ま

と

め

5
分

学 習 内 容

・出欠 の確認

・準備運動

・挨拶

・学習 内容 の確認

・朧 獺懸

◎蕪羅難灘 繍購羅癒議

正 面

3

班

1

班

4

班

2

班

〈各班の練習場〉

☆麟
・投げ技の見本

①背負い投げコース
②大腰コース
③支え釣り込み足コース
④大外刈りコース

正 面

支 え釣 り込 み足
コース

背負い投げ
コース

大 外刈 り
コース

大 腰

コー ス

〈各コースの練習場〉
・颯

'

・整 理運動

・本時のま とめ

・次時の学習の確 認

・挨拶

生 徒 の 学 習 活 動

・グループ ごとに出欠を とり,リ ーダ
ーが報 告をす る。

。グループ ごとに リー ダーが 中心 にな

り,柔 軟,ス トレッチ,回 転運動を

含 めて行 う。
・グループ ごとに整列 し挨拶す る。

・グループ ごとに本時 に行 う内容を確

認 す る。

・グループ内で後 ろ受 け身,横 受 け身

前回 り受 け身を行 う。

・今 まで学んだ技を互 いに掛 け合 いな

が らポイ ン トをっか む。
・選択す るコースを決 める。

〈技 のっまづ きのチ ェックポイ ント〉
・背負い投 げ…相手を うま く背負えない。

・大腰 …相手を うま く腰 にのせられない。
・支え釣 り込み足… うま く倒 せない。
・大外刈 り…か らだが崩 れて うま く倒せ

ない。

・見本を見て ポイ ン トを学ぶ

・自ら選択 した投げ技 の場 を4箇 所設

定 し,各 コースごとに リー ダーを中

心に学習す る。

・コースで学習 した技 を使 って動 きの 中で

の技を掛 けるタイ ミングを学習する。

α 背負い段げ 対 大慶)(支え釣り込み足 対 大列凶1り)

(2X背負略 紺 対 大制 り)(燈 対 支え釣り込み足)

紋 韻 し曲 ノ対 支え釣り込み足)ひ腰 対 燗[1り)

・各 グループごとに行 う。

。まとめ と評価をす る。

・学習内容を確認す る。

・各 グループごとに整列 を し挨拶す る

教 踊 の 働 き か け

・適切 な運動 を行 ってい るか観察,

助言す る

・本時 の学習 内容 が確 認で きて いる

か観察す る。

灘購灘霧購灘 一
・適切 な受 け身 がで きて いるか観察

援助す る。

・各 グループを回 り,崩 し,体 捌 き

を理解 で きるよ う援助す る。

・投げ技を見せて選択できるようにする。

苔'一 慈翼_

・各 コー スを回 り,崩 し,体 捌 きを

理解 で きるよ う援助す る。

。動 きの巾で技 を掛け られ るように

助言す る。

L安 全に行えるよう醗 する. i

灘雛翻徽騰襲 難 鰯灘灘
・十分 に行わせ る。

。各 グループを回 り観察す る。

・学習内容が理解 できるよ うにする

。健康状態 の観察 をす る。
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㈲ 資料

柔道学 習ノー ト ダンス 活動進行 カー ド

自己の目標

☆自己評価

・自主的に自己の力を発揮して運動を楽しめたか()

・みんなと肋 して安全に運動することができたか()

・課題騨決にむけて自ら練習を工夫するなどのことができ

たか()1

・練習して技能が高まうたか()

。技の掛け方が理解できたか()

〈難 ・友通ひらっかんだこと〉<本日の 」

組購 名1

月
.,,,,

躍

本時の碇 どこまでできたか(活 動の謝)

よかったところ

よくなかうたところ

観 点 係 名 班 長 爵1賑 認
班員名

ミ
1 桑しく精 禰 ることができた ≧

2 動きをたくさん考えることができた ≧
3 自分の考えや意見を活発に出すことができた

4 友達の意見を聞き.工 夫された勤きを見っけることができたか i5 約束を守り協力し合って活勤できた

1灘 鮮 ・一よ… た3=ふ ・う2=あ まりでき鰍'ニ でき鰍i

(7)本 時の結果 と考察

① 結果

ア 生徒一人一人が興味 ・関心に応 じて種 目を選択 したので,意 欲的に学習に取 り組 むこ

とがで きた。

イ 学習の場 に資料を掲示 したり,動 きを見せ ることによって,生 徒 は与え られた学習情

報を基に自ら学習に取 り組むことがで きた。

ウ 学習過程において生徒が考える場を多 く設定 し,グ ループの仲間 とともに教え合い,

励 まし合 うことによって学習効果が高まった。

エ ティームテ ィーチ ングにおいて,教 師が互いの持 ち味を生かす ことなどによって,よ

り生徒に個々に応 じた指導がで きた。

オ ダ ンスで はVTRを 活用することによって,生 徒一人一人の課題がより明確になった。

力 学習 カー ドを用 いて自己 ・相互評価を活用 し,課 題解決にむけて生徒が主体的に取 り

組む ことがで きた。.

② 考察

ア 生徒の意識 の中には,柔 道は男子,ダ ンスは女子 といったイメージがあ る。種目選択

時においては,こ の実態 を踏まえた上でそれぞれの種 目の持 っている楽 しさを知 らせる

必要があ る。

イ 男女共習で授業 を行 うことは,互 いに協力 しなが ら学んでい ぐという点では得 るもの

が大 きい。 しか し,柔 道 において は,男 女の体力差や心理面を考慮 した上で,学 習形態

や指導 の工夫が必要である。

ウ 種 目や場 に応 じてテ ィームティーチングのやり方を工夫す ることは,生 徒が積極的 ・

意欲的に活動を行 うためには効果的である。

オVTRを 使用す ることは,生 徒一人一人の課題 を明確にし,活 動意欲を引 き出すため

には効果的である。より効果的な活用方法や場 を工夫する必要 がある。
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VI研 究のまとめと今後の課題

1.研 究のまとめ

今年度 の研究は,テ ィームティーチングの指導方法を通 して,生 徒が楽 しく意欲的に学習

で きる授業の工夫を主眼 として研究を進めた。男女共習による選択制授業において,複 数教

師の役割を明確に し,生 徒一人一人の課題解決にむけて教師がどのように関わ り,授 業を工

夫するかを研究 し,実 証授業を行 った。その結果,次 のような研究の成果が見 られた。

(1)生 徒一人一人が自己の能力 を発揮できる場 を設定することで,自 らの課題が発見 しや

す くな った。

(2)生 徒一人一人が,自 己の興味 ・関心 や能力 ・適性に応 じて,領 域や種 目を選択 し,各

運動の特性 に触れる楽 しさを味わ うことにより,学 習への意欲が高まった。

(3)生 徒自 ら課題をっかみ,課 題解決に向けて努力す る過程を評価することによって,新

たな課題 に主体的に取 り組 むよ うになった。

(4)テ ィームティーチ ングの指導 において教師は,生 徒一人一人の課題解決のための,よ

き支援者 として,き め細か く指導することがで きた。

⑤ グループ学習を通 して,仲 間 とともに協力 し合い ・教え合い ・認め合 うなどの態度が

育成 され,よ り学習がスムーズに進んだ。また,学 習カー ドを用いて,自 己 ・相互評価

を活用 したことによって,課 題解決への達成度が高まった。

2.今 後の課題

本研究か ら下記のことを今後の課題 として,さ らに研究す ることによって,よ り生徒一人

一人 に応 じた指導のあり方が明確 になるもの と考え られる。

(1)学 習のは じめのオ リエンテーションか ら,1時 間 ごとの授業において,学 習の進め方

や学習の内容などの学習情報 を生徒へより多 く提供する必要があ る。

(2)各 運動の特性 に触れる楽 しさを味わわせるとともに,生 徒 自身が努力 して自分なりに

で きた喜びを味わわせることも大切である。そのためには,教 師のよ り多様な観点か ら

の評価が必要である。

(3)課 題解決 に向けて,教 師の支援のあり方をさらに研究す る必要がある。

(4)複 数教師によるティームティーチ ングの仕方 にっいて,さ らに研究を深め,さ まざま

な役割分担や指導 の仕方を指導計画に,よ り明確 に示す ことが必要である。
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